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研究協力のお願い 
 

練馬光が丘病院では、下記の臨床研究（学術研究）を行います。研究目的や研究方法は以下の通

りです。この掲示などによるお知らせの後、臨床情報の研究使用を許可しない旨のご連絡がない

場合においては、ご同意をいただいたものとして実施されます。皆様方におかれましては研究の

趣旨をご理解いただき、本研究へのご協力を賜りますようお願い申し上げます。この研究への参

加を希望されない場合、また、研究に関するご質問は問い合わせ先へ電話等にてご連絡ください。 

 
院内発症の偽痛風に関しての実態調査 

１．研究の対象および研究対象期間 

2012 年 4 月 1日から 2022 年 3 月 31 日までの間に練馬光が丘病院に入院した患者様で 65歳以上かつ、膝関

節液の結晶検査でピロリン酸 Ca が証明されている患者 

２．研究目的・方法 

高齢者の病棟管理において入院中発症の偽痛風は高い頻度で遭遇し在院日数の延長,リハビリへの弊害に影
響をしている実態がある。しかし,入院中発症の偽痛風に関しては先行研究がとぼしい状況です。類似疾患の
痛風に関しては乏しいながらも院内発症に関する研究はあり、入院中発症の痛風は急性期の診断や管理が不
十分であり,在院日数にも影響があると報告されています。 
以上より高齢者の病棟管理において、偽痛風は日常診療においてよく遭遇する疾患であるがその頻度,入院管
理に対する影響,診断プロセスや初期治療の実態はわかっていない状況です。本研究は病理検査でピロリン酸
カルシウムの結晶が証明された症例を抽出し、診断や初期治療の実態、また、リハビリテーションや滞在日
数など入院管理に対する影響を調査する後ろ向き観察研究を行いたいと考えています。 
研究期間 

練馬光が丘病院の倫理委員会にて審査後、委員会から発行される結果通知書の承認日より、実施機関の

長の研究実施許可を得てから 〜 2023年 3月 31日 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

年齢,性別,基礎疾患や併存疾患,入院中の経過や転機,検査内容  
４．お問い合わせ先 

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

所属：練馬光が丘病院 総合救急診療科 総合診療部門       氏名：原田 拓 
住所：東京都練馬光が丘 2-5-1 
電話番号：03-3979-3611 

研究責任者：練馬光が丘病院 総合救急診療科 総合診療部門 原田 拓  

 

 


